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会
長
就
任
の
挨
拶

剛
高
同

育
協
会
会
長

谷
　
孝

こ
の
た
び
財
団
設
立
を
は
じ
め
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
本
協
会
の
発

展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
橋
康
太
郎
前
会
長
の
後
任
と
し
て
、

五
十
年

の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
財
団
法
人
高
岡
市
体
育
協
会
の
会
長
に
は
か
ら

ず
も
ご
推
挙
を
賜
り
、

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

本
協
会
は
昭
和
二
十
二
年
に
発
足
以
来
、

歴
代
の
会
長
さ
ん
を
は
じ

め
関
係
各
位
、

並
び
に
加
盟
団
体
の
多
大
の
ご
尽
力
に
よ
り
年
々
充
実
、

発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
日
平
成
十
二
年
に
本
県
で
開
催

さ
れ
る

「
２
０
０
０
年
と
や
ま
国
体
」
に
向
け
て
、

選
手
の
育
成
、

強

化
や
指
導
者
の
養
成
、

確
保
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
す
る
う
え
の
重
要

な
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
協
会
で
は
以
前
に

も
増
し
て
各
種
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
、

国
体
の
成
功
に
向
け
、

さ

ら
に
二
十

一
世
紀

へ
の
飛
躍
の
た
め
の
基
礎
づ
く
り
め
ざ
し
て

一
層
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
う
い
っ
た
課
題
に
高
岡
市
を
は

じ
め
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

飢
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
絶
大
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
、

ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

塩雇
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橘
会
長
開
会
の
挨
拶
、

細
呂
木
教
育
長
の
挨
拶

に
つ
づ
い
て
働
高
岡
市

体
育
協
会
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。

表
彰
状
の
受
賞
者

林
　
仙
荘

（高
岡
野

球
協
会
）

・
角
地
山

豊

（高
岡
市
レ
ス
リ
ン

グ
協
会
▼

気
谷

篤

人

（高
岡
市
バ
ド
ミ
ン

ト

ン
協
会
▼

佐
々
木

忍

（高
岡
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
）

・
東
　
崇

（高
岡
市
レ
ス
リ
ン
グ

協
会
▼

山
本

智
広

（高
岡
市
パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
協
会
▼

金

森
　
照

（高
岡
市
柔
道

違
盟
▼

立
山
ア
ル
ミ

ユ
ウ
ム
エ
業
佛
女
子
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部

・
ト
ナ

ミ
運
輸
佛
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部

・
富
山
県
立
高
岡

女
子
高
等
学
校
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部

・
高
岡
Ｋ
ｌ

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

感
謝
状
の
受
賞
者

座
谷
　
正
雄
（高
岡
市
相
撲
違
盟
）
・

広
瀬
　
了
三

（高
岡
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
）
，中
尾
　
甚
作

金
高
岡
市
ク
レ
ー

射
撃
協
会
）
・林
　
晨

金
高
岡
市
卓
球
協

会
）
。早
瀬
　
清
二

企
高
岡
市
パ
ワ
ー
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
）
・宮
本
　
久
之

金
品

岡
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
▼

鳴
村

等

公
向
岡
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
）
・米

田
　
行
廣
（高
岡
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
）
・

関
村
　
順
治

（高
岡
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
）
・高
田
　
士Ｈ
則

全
高
岡
市
ア
マ
チ

ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
通
盟
▼

原
　
　
孝

血
父
高
岡
市
柔
道
違
盟
）
・高
林
　
折
旦
一

（高
岡
市
陸
上
競
技
協
会
）
上
戸
出
ク

ラ
ブ
（高
岡
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
・

あ
さ
が
お
ク
ラ
ブ

（高
岡
市
ソ
フ
ト
テ

エ
ス
運
盟
）

ひ
き
つ
づ
い
て
議
事
に
は
い
り
議
長

に
松
沢
　
潤
之
助
氏
を
選
任
し
、

議
題

に
沿
っ
て
次
の
事
柄
を
承
認
。可
決
し
た
。

一
、

平
成
７
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
報
告
に
つ
い
て

二
、

役
員
の
改
選
に
つ
い
て

三
、

平
成
８
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予

算
に
つ
い
て

四
、

高
岡
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
違
盟
の
加

盟
に
つ
い
て

ジ

五
、

寄
附
行
為
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当

頼
樫
暉
糠
指
措

〈働
高
岡
市
体
育
協
会
新
役
員
主

名
誉
会
長
　
橘
　
康
太
郎

会
　
長
　
塩
谷
　
孝

一

副
会
長
　
谷
道
　
　
巌

中
村
　
光
臣

・
福
田

福
田
　
≡奎
い
。
福
尾

高
林
　
哲
二

・
鎌
谷

松
沢
潤
之
助

・
川
測

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
委
員

山
田
　
　
均

・
北
村

吉
崎
　
克
文

・
清
水

吉
見
　
浩
二

・
木
村

宮
崎
　
外
行

・
野
原

専
務
理
事

常
務
理
事

理
　

事

幹
　
事

本
保
　
菱
雄

大
坂
　
昭
輔

高
倉
　
正
和

狩
野
　
忠
則

山
田
　
　
均

北
山
　
清
志

堺

　

一二
徳

谷
内
　
浩
仁

駒
井
　
進

一

福
田
　
≡奎
心

魚
谷
美
佐
栄

今
井
　
　
創

川
中
　
　
一手

鍛
治
　
祐

一

豊
本
　
　
弘

福
尾
　
博
志

大
達
　
義
明

宇
於
崎
　
弘

宮
崎
　
　
恒

宮
崎
　
外
行

橋
　
　
　
修

中

　

　

賛

米
澤
　
和
男

清
水
　
芳
隆

毛
利
喜
久
夫

〈
委

員

本じ

競
技
力
推
進
向
上
委
員

豊
本
　
　
弘

・
吉
崎
　
克
文

北
山
　
清
志

・
宮
崎
　
　
恒

堺
　
　
一二
徳

・
宇
於
崎
　
弘

じ

〈専
門
部
会
〉

―

総

　
務
　
部

―

部
　
長
　
一向
倉
　
正
和

副
部
長
　
中
　
　
　
賛

部
　
Ｈ貝
　
福
田
　
≡奎
心
・
渡
辺
敏
由
紀

鍋
島
　
遼

一
・
八
宙
　
主早
介

森
　
　
修
作

・
石
田
　
金
次

橋
本
　
峰
雄

・
二
谷
　
憲
行

大
橋
　
和
夫

―
―
強
化

・
育
成
部

―
―

部
　
長
　
福
尾
　
博
志

副
部
長
　
谷
内
　
浩
仁

部
　
】貝
　
山
本
　
清
行

・
駒
井
　
進

一

米
澤
　
和
男

・
橋
　
　
　
修

荻
原
　
隆
夫

・
竹
村
　
孝
行

中
村
　
　
彰

・
佐
賀
野
外
記
男

―

指
導

普

及
部

―

部
　
長
　
宮
崎
　
外
行

芳 潔  義 呈 博 温
修 勉 隆 和  弘 朗 志 亘
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今
井
　
　
創

堀
　
　
郁
夫

・
鷲
塚
　
和
久

三
橋
　
光
昭

・
中
田
　
義
昭

岡
本
　
周

一
・
坪
田
　
孝
三

高
林
　
一
郎

・
村
田
　
賢
俊

谷
井
　
春
男

報

　

部

―
―

大
坂
　
昭
輔

魚
谷
美
佐
栄

田
畑
　
勝
峰

・
中
村
　
勇
進

川
本
　
牧
雄

・
中
尾
　
英
昭

吉
岡
　
茂
喜

・
能
松
　
泰
蔵

林
　
　
仙
荘

団
高
岡
市
体
育
協
会

賛
助
会
員
の
募
集
に
つ
い
て

昨
年
度
本
協
会
の
企
業
関
係
に
賛
助

会
員
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
多
数
の
ご
協

力
を
得
ま
し
た
が
、

本
年
度
は

「
二
〇

〇
〇
年
と
や
ま
国
体
」
に
向
け
て
更
に

事
業
の
充
実
を
図
る
た
め
、

本
年
度
よ

り
新
た
に
個
人
会
員
を
募
集
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
諸
事

業
の
遂
行
の
た
め
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同

を
賜
り
、

賛
助
会
員
と
し
て
多
大
の
ご

協
力
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
岡
市
柔
道
違
盟

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。

女
子
柔
道
が
正
式
種
目
に
な

っ
て
二

度
目
の
大
会
で
す
。
日
本
の
国
技
と

し
て
の
柔
道
が
男
女
共
に
世
界
に
普

及
し
た
事
は
柔
道
界
に
と

っ
て
こ
の

上
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

柔
道
は

武
道
な
の
か
ス
ポ
ー
ツ
な
の
か
問
題

は
色
々
論
議
さ
れ
て
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、　

い
ず
れ
に
し
ろ
今
日
で

は
競
技
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
事
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

競
技
で
あ
る
以

上
に
勝
負
が
基
本
で
す
。

勝

つ
事
を

目
的
に
毎
日
の
練
習
を
行

っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
、

勝
つ
事
以
外
の
大
き

な
柔
道
の
目
的
を
忘
れ
か
け
て
い
る

の
が
現
状
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
結

果
年
齢
も
若
く
、

柔
道
キ
ャ
リ
ア
も

少
な
く
て
も
勝
負
に
強
い
人
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
に
選
ば
れ
ま
す
。

今
年
女
子
の
部
で
、

十
六
才
の
高
校

生
が
出
場
致
し
ま
し
た
。

彼
女
は
柔

道
キ
ャ
リ
ア
は
短
い
で
す
が
、　

一
日

の
稽
古
量
は
人
の
数
倍
を
こ
な
す
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
柔
道
が

何
よ
り
も

一
番
好
き
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
若
い
人
が
出
場
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、

国
際
大
会
が
非
常
に
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま

し
た
。

昨
年
は
伏
本
中
学
校
の
松
永
君

が
国
際
大
会

へ
出
場
し
優
秀
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

松
永
君
と
富
山
県
で
試

合
し
た
選
手
達
は
、

柔
道
に
夢
を
も
ち

は
じ
め
練
習
に
も
力
が
入
る
よ
う

に

な

っ
て
来
ま
し
た
。

又

そ
れ
に
感
化
さ
れ
た
市

内
の
中
学
生
が

一
段
と

柔
道
に
情
熱
を
持
つ
よ

う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、

柔
道
人
口

を
ふ
や
す
こ
と
で
す
。

そ
し
て
子
供
達
に
自
分

も
世
界
各
国

へ
行
け
る

と
い
う
夢
を
あ
た
え
る

事
か
と
思
い
ま
す
。

当

面
の
大
き
な
目
標
は
、

二
〇
〇
〇
年
国
体
に
は

高
岡
市
内
か
ら
多
く
の

選
手
を
出
場
さ
せ
る
こ

と
で
す
。

そ
の
為
に
は

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
考
え

た
筋
カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と

と
、

自
己
の
意
志
で
自
分
の
最
大
の

力
を
出
せ
る
精
神
ト
レ
ー
エ
ン
グ
を

合
せ
て
練
習
す
る
こ
と
が
大
切
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
苦
し
い
事
に
背
中

を
む
け
な
い
、

子
供
達
の
育
成
に
つ

と
め
高
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
を
図

り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

音阿
 昌世 音

円  |
員 長 長 広

平成 5年 度全 日本少年武道錬成大会



平成 8年 8月 体 協 だ よ り

ち

び

っ

こ

レ
ス
ラ
ー
の
健
闘

全
日
本
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
が
去

る
７
月
２８
日
、

２９
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
黒
部
市
で
開
催
さ
れ
、

高
岡
市
ジ
ェ

エ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
選
手
が
大
活

躍
し
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

主
な
成
績

・
小
６
年
　
５４
ｋｇ

２
位
　
鍋
本
　
祐
樹

・
小
６
年
　
５７
ｋｇ

２
位
　
加
藤
　
和
弥

・
小
２
年
　
２０
ｋｇ
以
上

３
位
　
本
領
　
　
翔

・
小
１
年
　
３０
ｋｇ
以
上

３
位
　
藤
田
　
勝
裕

ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟

！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！！！
！
！
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！！！

！
！！！！！！！！！！！！！　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

！
！！
！！

当
連
盟
は
、

昭
和
２３
年
設
立
以
来

今
日
ま
で
、
広
く
市
民
の
方
々
に
ア

マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
は

「観
る
ス

ポ
ー
ツ
」
で
は
な
く

「誰
に
で
も
で

！き
る
ス
ポ
ー
ン
≡
Ｌ
し
て
の
正
け
！，

知
識
と
理
解
を
深
め
て
項
く
た
め
努

め
て
参
り
ま
し
た
。

更
に
は
二
Ｏ
①

Ｏ
年
と
や
ま
国
容
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

の
会
場
市
違
盟
と
し
て
、

競
技
の
普

及
振
興
と
、

国
体
で
勝
つ
選
手
の
育

成
強
化
を
目
標
に
、

各
種
事
業
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
前
期
の
主
な
行
事
と
し
て
は

先
ず
、
２
月
市
民
体
育
館
で
諸
岡
卓

也
先
生

（県
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
を
講
師
に
招
き
、
「
ア
マ
チ
ュ

ア
ボ
ク
シ
ン
グ
初
心
者
教
室
」
を
開

催
、
３
月
に
は
高
岡
工
芸
高
校
体
育

館
で
渡
辺
政
史
先
生

（オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
監
督
、

コ
ー
チ
等
歴
任
）
を
沼
い

て
県
違
盟
に
よ
る

「
ア
マ
チ
ェ
ア
ボ

ク
シ
ン
グ
講
座
」
を
開
催
し
、

テ
レ

ビ
で
も
放
映
さ
れ
る
な
ど
本
格
的
な

広
報
活
動
を
行
，
た
。
ま
た
４
月
に

２
回
目
の
初
心
者
教
室
を
開
催
、

諸
岡

瑚
工 生
此
ド
級

！！
示

輸
端
殺
端
殺
れ

（
て

幹
卵
４！本

年
か
ら
４
違
覇
中
）
を
招
い
た
。

実
技

指
導
で
は
現
役
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
挑
戦

此
凝

兼

韓

駆

纂

兼

夢

筆

軸

ま
国
体
で
地
元
選
手
の
活
躍
と
、

大

会
の
成
功
を
目
指
し
て
努
力
を
続
け

下

ギ

ま

責
！！！！

隷

）

（定
塚
小
）

（定
塚
小
）

（下
関
小
）

（川
原
小
）

あ

っ
た
。

強
化
練
習
会

で
は
、

強
一象
の
愛
知
県

高
校
チ
ー
ム
を
招
き
、

県
内
有
望
選
手
と
と
も

に
合
同
練
習
会
と
練
習

試
合
を
行
い
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
の
強
化
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

今
秋
に
は

市
有
望
選
手
の
愛
知
遠

征
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
普
及
振
興

と
強
化
策
が
成
果
を
上

げ
つ
つ
あ
る
。

停
滞
気

味
だ

っ
た
競
技
人
口
も

増
え
は
じ
め

「高
岡
市

ア
マ
チ

ュ
ア
ボ
ク
シ
ン

グ
ク
ラ
ブ
」
で
は
中

・

高
校
生
か
ら

一
般
愛
好

者
ら
が
常
設
の
サ
ン
グ
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ヒ
ト
が
運
動
を
持
続
し
て
い
く
た
め

に
は
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
補
給
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に

は
酸
素
が
体
内
に
常
に
十
分
取
り
込
ま

れ
、

糖
質
や
脂
質
が
有
酸
素
的
に
代
謝

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

駿
素
は

肺
で
血
液
内
に
取
り
込
ま
れ
ま
す
。

こ

の
酸
素
を
休
中
に
運
搬
す
る
役
目
を
持

つ
の
が
赤
血
球

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
）
で

あ
り
、

赤
血
球
の
低
下

（
―
貧
血
）
は

運
動
能
力
あ
る
い
は
持
久
性
競
技
能
力

の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

貧
血
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
よ
く
み
ら

れ
る
代
表
的
な
内
科
疾
患
で
す
。

わ
が

国

の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
強
化
指
定
選
手

（ソ
ウ
ル
、

カ
ル
ガ
リ
ー
）
に
つ
い
て

の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ

ェ
ッ
ク
の
結
果
に
よ

れ
ば
女
子
選
手
の
二
十
二

・
五
％
、

男

子
選
手
の
七

・
五
％
に
貧
血
を
認
め
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

平
成
七
年

の
第
二
十
回
国
体
の
関
係
選
手
に
対
す

る
メ
デ
ィ
カ
ル
チ

ェ
ッ
ク
で
も
男
子
逮

手
で
十
九
と
一％
、

女
子
選
手
で
十
六
・

三
％
に
貧
血
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ

し
て
、

特
に
問
題
と
な
る
中
等
度
以
上

の
貧
血
は
女
子
選
手
で
三

・
四
％
と
高

率
で
あ

っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
部
分
は
鉄
欠
乏
性
貧
血
の

）

形
を
と

っ
て
お
り
、

こ
れ
は
わ
が
国
成

人
の
鉄
欠
乏
性
貧
血
の
頻
度
が
女
性
で

■

ヽ
一
Ｃ
Ｏ
。
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考

えヽ
る
レ
）か
か
チ
リ
一品
を
主
主
３
ャ

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
賓
血
の
原
因
と
し

て
最
も
多
い
の
は
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ

う
に
鉄
欠
乏
性
貧
血
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
鉄
欠
乏
の
原
因
と
し
て
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
食
品
中
の
鉄
合
有
量
が
少
な
い
た
め

の
鉄
摂
取

・
補
給
の
不
足
、

Ｃ
胃
腸
の

病
変
に
よ
る
鉄
吸
収
障
害
、

③
身
体
で

の
鉄
需
要
の
増
加
、

④
体
外

へ
の
失
血

に
よ
る
鉄
の
喪
失
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
選

手
で
は
こ
の
中
で
特
に
運
動
に
伴
う
大

量
の
発
汗
等
に
よ
る
身
体
で
の
鉄
需
要

の
増
加
が

一
般
人
に
比
べ
て
大
き
く
、

鉄
欠
乏
の
主
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
に
増
加
し
た
鉄
需
要
に

応
じ
て
貧
血
、

特
に
鉄
欠
乏
性
貧
血
の

予
防
を
す
る
た
め
に
は
食
事
で
十
分
な

鉄
を
摂
取
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

鉄

を
十
分
に
体
内
に
取
り
込
む
た
め
に
は

単
に
鉄
だ
け
で
は
な
く
賃
自
質
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
も
摂
取
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
偏
食
す
る
こ

と
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
バ
ラ
ン

ス
良
く
食
べ
る
習
慣
が
大
切
で
す
。

群
徴

百
岡
市
民
裕
含
体
育
大
会

７

月

７

日

個

城
光
寺
陸
上
競
技
場

陸
上
競
技
の
大
会
に
先
が
け
総

合
開
会
式
、

そ
し
て
中
心
会
期
が

７
月
１３
日
、

１４
日
と
市
内

一
円
４７

会
場
で
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

約
八
千
人
の
選
手
の
参
加
の
も
と

に
抑
競
技
に
わ
た
り
熱
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

総
合
開
会
式
で
は

一
部
に
大
会

が
か
さ
な

っ
た
の
で
参
加
が
で
き

な

か

っ
た
団
体
も
あ

っ
た

が
、

年
々
参
加
者
が
増
え
て
お
り
、

ま

た
陸
上
競
技

で
は
校
下
対
抗
リ

レ
ー
に
男
子
七
チ
ー
ム
、

女
子
三

チ
ー
ム
が
初
参
加
し
、

ま
た
、

小

学
生
の
参
加
も
増
え
る
な
ど
大
変
、

盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
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大
森
　
盛

一
選
手

の

活

躍

ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

一
六
〇

Ｏ

ｍ
リ
レ
ー
日
本
チ
ー
ム
の
ア
ン
カ
ー

を

つ
と
め

一
九
三
二
年

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

大
会
に
並
ぶ
最
高

の
成
績
で
見
事
第
五

位
に
入
賞
し
た
大
森
選
手
は
、

志
貴
野

中
学

・
伏
木
高
校
時
代
か
ら
全
中
や
イ

ン
タ
ー

ハ
イ

・
国
体
で
活
躍
し
、

全
国

的
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
日

大

・
ミ
ズ
ノ
と
進
み
、

現
在
日
本
を
代

表
す
る
四
〇
Ｏ

ｍ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
ま

す
。日

本
記
録
樹
立
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
入
賞
は
、

ま
さ
し
く
高
岡
の
生
ん
だ

ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
郷
上
の
ほ

こ
り
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら

二
〇
〇
〇
年
国
体
に
向
け
て
の
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
強
化
に
も
大
き
な
励
み
と
な
り

ま
す

。

第
４９
回
富
山
県
民
体
育
大
会

（
夏
季
大
会
）

八
月
十
日
０
城
光
寺
陸
上
競
技
場
に

各
郡
市
の
役
員

。
選
手
団
が

一
同
に
に

集
ま
り
盛
大
に
結
合
開
会
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

本
市
か
ら
も
各
競
技
団
体

か
ら
総
勢
六
十
名
を
越
え
る
参
加
を
い

た
だ
き
、

威
風
堂
々
の
行
進
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

各
競
技
は
、

三
日
間
に
わ
た
り
高
岡

市
を
中
心
に
県
下

一
円
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

本
市
か
ら
は
、

二
部
競
技
に
お
い
て

中
学

。
一
般
併
せ
て
二
十
五
競
技
、

七

）

七
七
名
の
選
手
が
参
加
し
、

健
闘
い
た

し
ま
し
た
。

総
合
成
績
で
は
中
学
の
部
に
お
い
て

は
富
山
市
に
十

一
点
差
で
惜
し
く
も
二

位
と
な
り
、　

一
般
の
部
で
は
、

黒
部
市

に
次
い
で
三
位
と
な
り
ま
し
た
。

競
技
別
で
は
二
部
競
技
中
学
の
部
に

お
い
て
バ
レ
ー
女
子
、

ソ
フ
ト
テ
エ
ス

男
子
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子
、

相
撲
、

柔

道
、

剣
道
女
子
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
女

が
優
勝
し
、　

一
般
の
部
に
お
い
て
は
、

レ
ス
リ
ン
グ
、

ソ
フ
ト
テ
エ
ス
男
女
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
女
、

柔
道
、

ク
レ
ー

射
撃
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
男
子
、

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
男
子
が
優
勝
し
ま
し
た
。

）

種
別
で
は
、

柔
道

・
ソ
フ
ト
テ
エ
ス

に
お
い
て
小
学
生

（二
部
）
中
学
、　

一

般

（二
部
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
果
た

し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
日
頃

の
努
力
が
実

っ
た
も
の
で
す
。

今
後
、　

一
般
の
部
の
競
技
力
の
向
上

が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、

高

校
、

大
学
卒
業
者
の
本
市

へ
の
定
着
、

ス
ポ
ー
ツ
競
技
経
験
者
の
掘
り
お
こ
し

な
ど
競
技
人
日
の
拡
大
に
つ
と
め
る
必

要
が
あ
る
。

県
体
の
成
績
や
北
信
越
国

体
、

国
体
出
場
者
数
は
、

本
市
ス
ポ
ー

ツ
競
技
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
い
え

る
。

各
団
体
の
努
力
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。

桶
谷
忠
司
　
伏
木
中

（
三
年
）

今
年
の
富
山
県
中
学
校
柔
道
選
手

権

・
北
信
越
中
学
校
柔
道
選
手
権
両

大
会
で
個
人
の
部
７８
ｋｇ
超
級
で
見
事

タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

身
長

‐８３
ｃｍ
体
重
９７
ｋｇ
恵
ま
れ
た
高
校
ク
ラ

ス
の
体
格
で
、

中
学
２
年
の
秋
の
大

会
以
来
年
敗
の
成
績
を
残
し
、

ま
さ

し
く
高
岡
市
中
学
校
い
や
県
中
学
校

柔
道
選
手
の
中
で
の
逸
材
で
あ
り
ま
す
。

本
人
が
柔
道
を
始
め
た
の
は
父
親
の

す
す
め
で
少
年
柔
道
の
名
門
小
谷
道
場

に
入
門
し
、

小
学
校
６
年
間
を
み
っ
ち

り
鍛
え
ら
れ
た
。

そ
の
間
小
学
校
６
年

生
の
時
、

県
少
年
柔
道
選
手
権
大
会
で

高
武
館
チ
ー
ム
の
大
将
と
し
て
団
体
優

勝
を
果
た
し
、

全
日
本
少
年
柔
道
大
会

に
出
席
し
チ
ー
ム
を
３
位
に
導
く
原
動

力
と
な

っ
て
い
る
。

将
来
は
高
校
、

大
学
と
柔
道
を
続
け

て
力
と
技
を
伸
ば
し
、
日
本
の
代
表
的

選
手
を
目
標
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
が
、

中
学
で
の
相
手
不
足
の
た
め
高
校
の

柔
道
部

へ
通
い
高
校
生
を
相
手
に
練

習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

順
調
に
力

が
つ
い
て
く
れ
ば
二
Ｏ
①
Ｏ
年
国
体

で
活
躍
す
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い

よ
う
で
す
。
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〈バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

■
ト
ナ
ミ
運
輸
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

一■
三
協
ア
を
ミ
一ウ
ム
女
子
パ
ド
ヽヽヽ
ン
ト
ン
部

７
月
３
日
よ
り
東
京
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
、

全
日
本
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
に
お
い
て
ト
ナ
ミ
運
輸
チ
ー
ム

が
常
勝
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
京
を
破
り
、

見
事

念
願
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

す

ば
ら
し
い
快
挙
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
女

子
で
は
、

三
協
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
チ
ー
ム

も
よ
く
健
闘
し
、

二
位
と
な
り
ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
の
活
躍
は
、

市
民
の
称
賛
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

（
八
ン
ド
ボ
ー
ル
〉

■
立
山
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

第
２０
回
日
本

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ニ
部

リ
ー
グ
で
優
勝
を
果
た
し
、

第
２．
回
大

会
よ
り

一
部
リ
ー
グ
に
昇
格
と
な
り
、

今
後
の
活
躍
が
大
変
期
待
さ
れ
る
。

）

〈
ソ
フ
ト
テ
エ
ス
〉

■
タ
カ
ギ
セ
イ
コ
ー

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

今
年
度
の
全
日
本
実
業
団
ソ
フ
ト
テ

エ
ス
選
手
権
大
会
に
お
い
て
準
々
決
勝

で
東
芝
姫
路
に
一
対
二
で
敗
退
し
ま
し

た
が
３
年
連
続
ベ
ス
ト
８
に
入
賞
し
来

年
度
の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
す
る
な
ど
着

実
に
力
を
伸
ば
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〈レ
ス
リ
ン
グ
〉

■
宮
越
工
芸
レ
ス
リ
ン
グ
部

今
年
の
合
日
本
社
会
人
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
で
宮
越
工
芸
チ
ー
ム
と
し

て
団
体
三
位
の
好
成
績
を
治
め
、

個
人

に
お
い
て
も
木
内
　
樹
選
手
が
、

グ
レ

コ
ロ
ー
マ
ン
‐００
ｋｇ
三
位
、

フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
ニ
位
に
入
賞
す
る
な
ど
健
闘
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

世
界
中
の
人
々
に
す
ば
ら
し
い
感

動
を
与
え
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
の
ア

ス
リ
ー
ト
た
ち
の
競
演
は
、
日
頃
の

厳
し
い
ト
レ
ー
エ
ン
グ
に
よ
る
技
術

と
体
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う

な
大
舞
台
で
は
、

選
手
の
持

っ
て
い

る
競
技
力
を
１００
％
発
揮
す
る
に
は
、

技
術
と
体
力
の
ほ
か
に
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
ー
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

国
家
を
代
表
す
る
よ
う
な
選
手
た
ち

に
は
多
大
な
期
待
が
か
か
り
、

そ
れ

が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
り
競
技
力
に

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

多
く
の
指
導
者

と
選
手
は
、

精
神
面
の
強
さ
が
勝
敗

を
左
右
す
る
重
要
な
要
素
と
な
る
こ

と
を
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

精
神
面

の
ト

レ
ー
エ
ン
グ
に
か
ん
し
て
は

「
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
エ
ン
グ
」
と
い

う
言
葉
だ
け
が

一
人
歩
き
し
、

実
際

に
使
用
で
き
る
具
体
的
方
策
は
ま
だ

ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
エ
ン
グ
と
聞

く
と
前
世
代
的
な

「根
性
主
義
」
と

勘
違
い
し
て
し
ま
う
人
や
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
エ
ン
グ
を
す
る
だ
け
で
身
体

的
能
力
以
上
の
結
果
を
出
す
こ
と
が

出
き
る
と
信
じ
て
い
る
人
も！！！
卜

．ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
エ
ン
グ
と
は
、

選

手
の
持

っ
て
い
る
力
を
試
合
で
醐
％

発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ト

レ
ー
エ
ン
グ
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、

良
い
経
験
を
数

多
く
さ
せ
、

自
身
を
与
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

具
体
的
方
策
に
つ
い
て

は
、

科
学
的
研
究
が
ま
だ
ま
だ
不
十

分
で
あ
り
ま
す
の
で
、

個
々
の
指
導

者
の
さ
ら
な
る
創
意
工
夫
が
必
要
と

な
る
で
し
ょ
う
。



平成 8年 8月 体 協 だ よ り

養
一翠
一栄
ｒ
Ｗ
ｉ！！，！！出
一寒
率
一署
一鑑

陸
能
！！解
冊
鶴
障盛鰭静薩
器
麟

高
岡
市
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業

の

一
貫
と
し
て
、
ド
イ
ツ
ブ
レ
ー
メ
ン

市
よ
リ
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
の
た
め
に
ハ

ン
ス

・
ロ
ス
マ
ン
氏
が
７
月
２３
日
に
来

高
し
た
。

ロ
ス
マ
ン
氏
は
約

ｌ
ヵ
月
間
に
わ

た

っ
て
高
岡
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

の
ト

レ
ー
エ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
参
加
し
て
い

る
少
年

・
少
女
た
ち
や
中
学
校

・
高
校

の
部
活
動
を
指
導
さ
れ
る
と
と
も
に
、

指
導
者
を
対
象
と
し
た
実
技
講
習
を
通

し
て

「基
本
」
の
大
切
さ
を
熱
心
に
教

え
ら
れ
た
。

同
氏
は
、

第
１３
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ

ア
や
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
、

市
内
の
名
所

な
ど
を
見
学

す
る
な
ど
、

ブ

レ
ー
メ
ン

市
と
高
岡
市

の
交
流

の
絆

を
強
め
、
８

月
２６
日
に
帰

国
さ
れ
た
。

〈
行
事
予
定
〉

８
月
１０
日
～
１２
日
　
第
４９
回
富
山
県
民
体

育
大
会

（夏
季
大
会
）

２３
日
～
２５
日
　
第
１７
回
北
信
越
国
民

体
育
大
会

（長
野
県
）

９
月
８
日
～
皿
日
　
第
５．
回
国
民
体
育
大

会
夏
季
大
会

（広
島
県
）

‐５
日
　
第
４２
回
前
田
杯
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

（
一
般
の
部
）

１０
月
蛇
日
～
１７
日
　
第
皿
回
国
民
体
育
大

会
秋
季
大
会

（広
島
県
）

２７
日
　
第
４２
回
前
田
杯
ソ
フ
ト
テ
エ

ス
大
会

（
一
般
の
部
）

１１
月
３
日
　
一島
岡
市
中
学
校
運
動
部
リ
ー

ダ
ー
研
修
会

１０
日
　
高
岡
市
駅
伝
競
走
大
会

高
岡
市
万
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会

２０
日
　
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２４
日
　
第
１４
回
富
山
県
駅
伝
競
走
大
会

下
旬
　
第
４９
回
高
岡
市
民
総
合
体
育

大
会

，
ス
ケ
ー
ト
競
技

・２
月
１
日
～
２
日
　
役
員
研
修
会

平
成
９
年

１
月
３
日
～
４
日
　
新
春
武
道
稽
古
始
め

２
月
２
日
　
第
４９
回
高
岡
市
民
総
合
体
育

大
会

・
ス
キ
ー
競
技

（粟
巣
野
ス
キ
ー
場
）

祓
柴
車ハ
タ
器フ

一韓一一ヤ一≡≡．一一一一一！一！一一一！！！一　　　　　・一！一一一ギ一十一十

プ

ロ
フ
ィ
ー
ル

氏

　

名

柳

沢

栄

一

生
年
月
日
　
昭
和
４６
年
１０
月
２０
日

出

身

地
　
奈
良
県

今
年
度
よ
り
働
高
岡
市
体
育
協
会
の

ス
ポ
ー
ツ
専
門
員
と
し
て
働
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

奈
良
出
身
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、

文
字
通
り

「右
も
左
も
わ
か

ら
ぬ
」
状
態
で
す
が
、

仕
事
は
勿
論
の

こ
と
２
０
０
０
年
国
体
に
向
け
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
専
門
で
あ
る
競
泳
競
技
で

一
人
で
も
活
躍
で
き
る
選
手
を
育
て
る

た
め
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ご
指

導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

）

編
◆
集

◆
後

◆
記

待
ち
に
待

っ
た
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク
は
数
々
の
ド
ラ
マ
を
残
し
て
８

月
４
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

楽
し
み
に

待

っ
て
い
る
こ
と
の
長
い
こ
と
に
比
べ

て
競
技
は
あ

っ
と
い
う
間
に
終
わ

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
．

祖
国
を
代
表
す
る
選
手
た
ち
も
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
標
準
を
あ
わ
せ
た
長
期
計

画
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
お
こ
な
い
、

ま

ん
を
じ
し
て
競
技
に
の
ぞ
ん
で
い
る
わ

け
で
す
か
ら
同
じ
よ
う
に
感
じ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

目
標
を
達
成
で
き
た
喜
び
、

あ
る
い

は
普
段
の
実
力
を
だ
し
き
れ
な
か
っ
た

悔
し
さ
な
ど
選
手
た
ち
の
表
情
を
テ
レ

ビ
で
見
る
た
び
に
、

国
を
と
わ
ず
同
じ

よ
う
に
心
に
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て

き
ま
す
。

結
果
に
は
過
程
が
あ
り
、

選

手
た
ち
の
人
生
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
。

さ
て
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
見
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

事
務
局
で
は
広
く
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る

「あ
す
リ
ー
と
高
岡
」
の
原
稿
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
自
分
は
Ｆ
）う
思
う
。

こ
う
感
じ
る
」
と
い
う
も
の
を
ぜ
ひ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

発行 :働高岡市体育協会 〒 933高 1司市古城18 高 同市民休育錯内 TEL 26-5225


